
◆　なぜこの検討が必要か

安来市小中学校適正配置
基本方針説明会

◆　方針の４つの視点

◆　今後のスケジュール
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適正配置に向けた基本的な考え方

令和の時代に生きる子どもの
「育ち」「学び」についての視点

学校施設の整備・管理について
の視点 安来市の実態に応じた規模・配置

についての視点

学校と地域の協働についての視点

○適正規模について
○適正配置について
〇小中一貫教育について

地域コミュニティの存続や地
域のあり方

安来市の良さや特徴を活かしながら
令和の時代に必要な「生きる力」を
育む

快適で安全な教育環境を
確保することが必要

4つの視点
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安来市教育大綱の推進

安来市が目指す学校教育

確
か
な
学
力
を

　
育
て
る
教
育

　
育
て
る
教
育

豊
か
な
心
を

ふるさと教育 健康な心身を育てる教育

「しまね教育魅力化ビジョン」の推進

「学習指導要領」の着実な実施

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

地
域
と
の
連
携
・
協
働
体
制
の
構
築

I
C
T
活
用
教
育

授
業
改
善

豊
富
な
地
域
資
源
   

ひ
と
・
も
の
・
こ
と

個
別
最
適
な
学
び

協
働
的
な
学
び

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

14



～～今のままで良い→今のままが良いのか、それとも変えた方が良いのか～～

子どもたちの将来を考えたとき、

今のままで良い → 問題を先送りにはできない  

メリット・デメリットを考え、多面的に…

「主体的・対話的で深い学び」をめざして

今のままが良いのか 変えた方が良いのか

友だちとの交流

学校と地域の協働

施設の整備・管理
子どもの将来、地域の将来

少子高齢化

個別最適な学び

協働的な学び 教職員減対象
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学校と地域の協働・連携について

□連携が「学校支援」にとどまっていないか

□連携は、「目標を共有」して取組が行われているか

□連携は、人が入れ替わっても持続可能か

□連携により、支援者の当事者意識が高まっているか

連携がさらに進化し協働となる

●　共有した目標に向かって　対等な立場の下で共に活動する
　協働関係
●　相互補完的に連携・協働
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学習支援活動
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学校を核とした地域づくり

地域とともにある学校づくり

地域コーディネーター

学校運営協議会※（コミュニティ・スクール）設置の検討

これからは

※学校と地域住民や保護者等が学校運営の基本方針の承認や様々な課題の
共有を図るとともに、学校運営への必要な支援等について協議する合議体。

安来市共育協働活動推進事業
未来を担う子どもたちの学びや成長を支えるため、
幅広い地域住民や企業・団体等の参画を得て、
地域全体で教育に取り組む仕組みをつくり、共
に学び合い、育ち育て合う活動（共育協働活
動）を進め、地域の教育力の向上を図るととも
に、地域の活性化や子どもが安心して暮らせる
環境づくりを目指す。

中学校区での体制づくり
コーディネーターの配置
地域共育推進協議会※の設置

 メンバー：社会教育委員、PTA、学校、民生児童委員
　　　　　　　　　　　　　児童C　ほか
　

　学校と地域の連携事業

地　域

推進体制

小中学校適正配置の検討ともに一体的に
推進していくことが必要
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  学校施設の整備・管理について

居住地にかかわらず、同じ教育環
境で学ぶ権利があることから、環
境改善に向けて施設整備を進める
ことが必要であると考えます。

市内小中学校の施設については、老朽化が進ん
でおり、その対策が急務な状況です。校舎及び
屋内運動場のうち、築後３０年以上が７５％あ
ります。
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  安来市の実態に応じた規模・配置について

検討の対象は、
市内の全小中学校となります。

・今後も児童生徒数は減少していくと見込まれる
・将来を見据えた長期的な視点が必要
・小中一貫教育の推進についても検討
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わたしたち大人たちが

未来を生きる子どもたちのため

今　考えるときである
44


